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ことばのせつめい

あ
あかし ふくいんが正

ただ

しいと考
かんが

えること，またはそれを人
ひと

びとの前
まえ

で話
はな

すこと。

あれ野
の

としがなく，人
ひと

びとがすんでいないところ。

い
いさましい 正

ただ

しいことを知
し

って，それをどうどうとまもること。

石
いし

なげき 石
いし

をなげるためのぶき。

石
いし

をなげつける しぬまで人
ひと

に石
いし

をなげつけること。

いのちの木
き

リーハイのゆめにあらわられれた神
かみ

のあいをあらわ

す木
き

。

いのる 神
かみ

と話
はな

すこと。かんしゃをのべ，しゅくふくをおねがいする。

いましめ 人
ひと

びとがしあわせになるために，神
かみ

から行
おこな

うように言
い

わ

れたこと。

いやす びょうきの人
ひと

やきずついた人
ひと

をよいじょうたい，または元
もと

どおりにすること。

う
ウリムとトンミム よげんしゃがほんやくし，けいじをうけるため

のたすけとして，神
かみ

がおあたえになったとくべつなどうぐ。

え
えいえんのいのち えいえんに神

かみ

とともにすむこと。

お
王
おう

人
ひと

びとをおさめるしどうしゃ。

か
かいいん 教会

きょうかい

またはグループに入
はい

っている人
ひと

。

かいどう 人
ひと

びとがあつまって神
かみ

をれいはいするたてものの一
ひと

つ。

き
ぎ 神

かみ

のみ心
こころ

にしたがうこと。ぎにかなう人
ひと

びととは神
かみ

のいましめ

にしたがう人
ひと

びとのこと。

ききん 雨
あめ

がふらなくて，さくもつがそだたないために，食
た

べもの

がなくなること。

ぎしき バプテスマやせいさんなど，れいてきないみがあるしんせ

いなぎしき，または行
おこな

い。

ぎせい 神
かみ

にしたがうために大切
たいせつ

なものを何
なに

かあきらめること。

きせき 神
かみ

の力
ちから

をしめすふつうにおこらないようなできごと。

きんばん うすい金
きん

のはんに書
か

かれたきろく。モロナイはきんばん

をクモラのおかにかくした。後
のち

にジョセフ・スミスはきんばんをと

り出
だ

した。

く
ぐうぞう 人

ひと

びとがおがむ神
かみ

でないもの。

くいあらためる 正
ただ

しくない行
おこな

いや考
かんが

えをかなしんで，それをくり

かえさないとやくそくすること。
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くわわる グループに入
はい

ること。

ぐんぜい たたかうためのくんれんをうけたへいしたち。

こ
ころも 長

なが

く，ゆったりとしたふく。

こんぼう どうぶつや人
ひと

をたたくためにつかうぶき。

さ

さいだん どろや石
いし

をつみ上
あ

げて作
つく

ったしんせいなところ。神
かみ

にい

のりやいけにえをささげるためにつかわれた。

さけによう アルコールののみものをのみすぎたために体
からだ

や心
こころ

をじ

ゆうにできなくなること。

さばきつかさ ほうりつやいましめがどのようないみかを考
かんが

えてそ

れをきめたり，人
ひと

びとがどのようにほうりつやいましめをまもった

らよいかをきめるしどうしゃ。

さばきつかさのしょく ニーファイ人
じん

のせいふでさばきつかさがし

めているたちば。

し
じげん けいじがあたえられる一

ひと

つのほうほう。

したがう たのまれたことやめいじられたことを行
おこな

うこと。

しどうしゃ 人
ひと

びとをみちびく人
ひと

。

しもべ 王
おう

などのえらい人
ひと

のためにほうししたり，はたらいたりす

る人
ひと

びと。

じゆう 自分
じ ぶ ん

でえらびができること。

じゆうのはた しれいかんモロナイが人
ひと

びとにじゆうをまもるよう

はげますためのことばをころもに書
か

いて作
つく

ったもの。

じゃあく 神
かみ

がきらうこと。あくにんはサタンをあいし，神
かみ

のいま

しめをまもらない。わるいこと。

しゅくふくする その人
ひと

にとってよいものをあたえること。せいさ

んをしゅくふくすることは，イエス・キリストのしょうちょうであ

るパンと水
みず

をうけ入
い

れてくださるよう神
かみ

におねがいすること。

しれいかん ぐんたいのしどうしゃ。

しんけん 神
かみ

のみ名
な

によって行
おこな

う力
ちから

。

しんこう イエス・キリストをしんじること。

しんじつ じっさいにおきたことがら，または正
ただ

しいことがら。
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しんじる 何
なに

かが正
ただ

しいことをかんじる，または知
し

ること。

しんちゅうのはん リーハイのせんぞに神
かみ

があたえられたいましめ

と人
ひと

びとのきろく。

しんでん 神
かみ

の家
いえ

。

せ
せいさん しんけんをもつだんせいが人

ひと

びとのためにパンと水
みず

をし

ゅくふくするぎしき。せいさんは人
ひと

びとにイエス・キリストを思
おも

い

おこさせる。

せいにんする しんけんの力
ちから

とけんのうをあたえること。

せいやく 神
かみ

と人
ひと

の間
あいだ

でむすぶやくそく。

せいれいにみたされる せいれいが人
ひと

の考
かんが

えや心
こころ

に正
ただ

しいことをつ

げてくださること。

せんきょうし 人
ひと

びとにイエス・キリストのふくいんを教
おし

える人
ひと

。

た
たいれい レーマン人

じん

が神
かみ

につけた名前
な ま え

。

たたかい てきやあいてのぐんたいとあらそうこと。

たて つるぎやそのほかのぶきからへいしのじょうはんしんをまも

るためのよろい。

たてる 何
なに

かを作
つく

る，またはくみたてる。

だんじきする みたまのたすけをえるために食
た

べものや水
みず

をとらな

いこと。

ち
力
ちから

ぜんの力
ちから

，またはあくの力
ちから

。神
かみ

からあたえられるとくべつな

たすけや強
つよ

さのことを言
い

うことがしばしばある。

ちゅうじつ いつもいましめにしたがうこと。

つ
つみ いましめをやぶること。

つるぎ たたかいでてきを切
き

ったり，さしたりするためにつかう長
なが

いきんぞくのはもの。

て
でし イエスにしたがい，イエスのようになろうとどりょくする人

ひと

。

てつのぼう リーハイがゆめで見
み

た神
かみ

のことばをあらわすしょうち

ょう。

天国
てんごく

天父
て ん ぷ

とイエス・キリストがすんでおられるところ。

てんし 神
かみ

からのつかい。

と
とう　人

ひと

びとが立
た

つことができる高
たか

いたてもの，または台
だい

。

頭
あたま

のかわをはぎとる 人
ひと

の頭
あたま

のかわのぶぶんを切
き

りとること。

どれい 人
ひと

びとのためにむりやりはたらかされる人
ひと

びと。

どれいのじょうたい じゆうにできないじょうたいで，だれかのた

めに一日中
いちにちじゅう

はたらくこと。
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ぬ
ぬすむ ほかの人

ひと

のものをとること。

の
のがれる 人

ひと

からはなれること。

は
はかりごと だれかをふこうにするためにわるいけいかくを立

た

てる

こと。

はくがいする だれかをためしたり，きずつけたりするためにうそ

を言
い

うこと。

ばつをあたえる 人
ひと

によくないことをもたらすこと。神
かみ

にしたがわ

ない人
ひと

びとはばつをあたえられることがよくある。

バプテスマ 神
かみ

からけんのうをあたえられた人
ひと

が，バプテスマをう

ける人
ひと

をかんぜんに水
みず

の中
なか

にしずめてからふたたびおき上
あ

がらせる

ぎしき。イエス・キリストの教会
きょうかい

のかいいんになるためにはバプテ

スマをうけなければならない。

はかいする 町
まち

やいのちなどがかんぜんになくなること，またはあ

れはてること。

はりつけにする 人
ひと

をじゅうじかにくぎでうちつけてころすこと。

はん 神
かみ

の教
おし

えと人
ひと

びとのれきしが書
か

かれているうすいきんぞくの

いた。

はんこうする いましめやめいじられたことにしたがわないこと。

ふ
ぶき つるぎややりのように，ほかの人

ひと

びとをきずつけたり，ころ

したりするためにつかわれるもの。

ふっかつする 生
い

きているじょうたいにもどること。
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ぶぐ へいしがたたかいで体
からだ

をまもるためにきるもの。

ふくいん イエス・キリストの教
おし

え。

船
ふね

海
うみ

にうかぶのりもの。人
ひと

びとやにもつをはこぶためにつかう。

へ
へいし ぐんたいでたたかう人

ひと

。

へいわ おだやかなきもち，またはせんそうがないじょうたい。

へりくだる 神
かみ

のみ心
こころ

を聞
き

いて，それを行
おこな

おうとすること。

ほ
ほんやくする 一

ひと

つの国
くに

のことばをほかの国
くに

のことばにかえること。

み
耳
みみ

の聞
き

こえないもの 聞
き

くことができない人
ひと

。

も
もうじん 目

め

が見
み

えない人
ひと

。

や

矢
や

どうぶつをとったり，たたかったりするためにつかうぶき。す

るどいほさきがついている。

やくそく 何
なに

かを行
おこな

う，または何
なに

かのじょうたいをなしとげること

をやくそくすること，またはけっしんすること。

やり つきさすためにつかう，するどいほさきがついたぼう。

ゆ

弓
ゆみ

長
なが

いぼうのりょうはしにつるをはって，矢
や

をとばすためにつか

う。

ゆめ 人
ひと

がねむっている間
あいだ

に心
こころ

の中
なか

でけいけんするものがたり。

ゆるす 人
ひと

からいやなことをされてもそれをわすれて，その人
ひと

をあ

いすること。
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よ
よげん できごとがおきる前

まえ

にそれについて話
はな

すこと。

よげんしゃ 神
かみ

のみ心
こころ

を人
ひと

びとに話
はな

すよう神
かみ

からめされた人
ひと

。

よろこびのおとずれ きぼうとやすらかなきもちがあたえられる，

神
かみ

のことば。

り

リアホナ あれ野
の

にいた時
とき

にどのほうこうへ行
い

くべきかをしめすた

めに神
かみ

がリーハイのかぞくにおあたえになったしんちゅうのたま。

リアホナはリーハイのかぞくが正
ただ

しいことを行
おこな

う時
とき

だけうごいた。

りかいする 考
かんが

えを知
し

る，または分
わ

かること。

れ
れいはいする 人

ひと

やものをおがむ，またはしたがう。

ろ
ろうや つみをおかした人

ひと

びとをとらえておくためのばしょ。
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